














たイギリス・ロマン派の詩人シェリー（Percy Bysshe Shelley）は，同年 9 月 5 日に友
人ピーコック（Thomas Love Peacock）から送られてきた手紙を通じてその事件を知
ることになる。（ 1 ）この事件の直接的な発端や事実関係については様々な議論があるが，





（ 1 ）　シェリーの伝記的背景については，Newman Ivey White, Shelley, 2 vols（London: Secker and Warburg, 
1947）並びにRichard Holmes, Shelley: The Pursuit（London: Flamingo, 1995）を参照した。
（ 2 ）　Percy Bysshe Shelley, The Letters of Percy Bysshe Shelley, ed. Frederick L. Jones, 2vols.（Oxford: 
































（ 4 ）　シェリーの詩の引用は，Percy Bysshe Shelley, Shelley’s Poetry and Prose, ed. Donald H. Reiman and Neil 
Fraistat, 2nd ed.（London: Norton, 2002）からの拙訳で，括弧内に行数を記した。尚，翻訳の際，上記の
Norton版の他に，Percy Bysshe Shelley, Selected Poems, ed. Timothy Webb（London: J. M. Dent and Sons 
Ltd., 1977）とPercy Bysshe Shelley, Selected Poems of Percy Bysshe Shelley, ed. Tatsuo Tokoo（Tokyo: 
Hokuseido, 2007）の注を参考にした。
（ 5 ）　その要因として，イギリスとは異なったイタリアの風土の他に，古代ギリシアの哲学者プラトン（Plato）


















（The Examiner）に掲載してもらう目的で詩をその出版者リー・ハント（James Henry 





During the Castlereagh Administration”），「イギリスの人々に寄せる歌」（“Song to 
the Men of England”），（11）「1819年の二人の政治的キャラクターに対する比喩」（“Similes 
for Two Political Characters of 1819”），「人々が公平に得るもの」（“What Men Gain 
Fairly”），「新しい国歌」（“A New National Anthem”），「ソネット―1819年のイギ
リス」（“Sonnet: England in 1819”），「飢えに苦しむ母親のバラッド」（“Ballad of the 
Starving Mother”），「自由に寄せるオード」（“Ode to Liberty”），「西風に寄せるオー
ド」（“Ode to the West Wind”），そして『無秩序の仮面』の計10編が収録される予定
だった。詩集の題名から判断できるように，『無秩序の仮面』の対象となる読者はやは
（ 6 ）　Poetry and Prose 209.
（ 7 ）　1820年 3 月 6 日，オリアー宛の手紙（Letters 2: 174）参照。
（ 8 ）　この衝動は，オスマン・トルコに対するギリシア独立戦争に共鳴して『ヘラス』（Hellas, 1821執筆）を書
いたときよりも強いと思われる。
（ 9 ）　1819年 9 月23日，妻メアリー（Mary Shelley）の日記（Mary Shelley, The Journals of Mary Shelley, ed. 











行から成り， 4 歩格（tetrameter）の対句が 2 つある 4 行連を基本にしたバラッド連






































Scott, Baron Eldon）とは当時の大法官，シェリーから最初の妻ハリエット（Harriet 
Westbrook）との間に生まれた子どもの養育権を奪った人物である。 3 番目に「シドマ
スのような」「偽善」が（偽善を象徴する）クロコダイルに乗って通りかかる（24－25）。



















ている「王冠」と「笏」から判断すれば，当時のイギリス国王ジョージ 3 世（George 
Ⅲ）が浮上する。しかし，1819年はすでに摂政政治が行われていた時代で，高齢の
ジョージ 3 世が死を迎える 1 年前である。またNorton版の注によると，「無秩序」の
イメージはウエスト（Benjamin West）の油絵「青ざめた馬に乗る死」（Death on the 
Pale Horse）を暗示し，「無秩序」という言葉はミルトン（John Milton）の『失楽園』



















（13）　Poetry and Prose 317参照。
（14）　 8 月24日，ピーコック宛の手紙（Letters 2: 115）参照。
（15）　したがって，シェリーが崇拝する思想家で妻メアリーの父でもあるウィリアム・ゴドウィン（William 
Godwin）のアナキズム（anarchism）の思想から生まれたものではない。
（16）　凱旋のページェントが群衆を轢き殺していくイメージは1822年執筆の『人生の勝利』（The Triumph of 
Life）にも使われているが，それがペトラルカ（Petrarch）の『凱旋』（The Triumphs）からの影響ではな
いかとホワイトは指摘している（White 2: 105, 630－631参照）。また，Norton版の注ではインド神話のジャガ



































































































































「獅子のように起き上がれ」（“Rise like Lions”; イタリックは筆者）という力強い母音
韻から始まる言説は，頓呼法によって読者に直接的なメッセージとして伝達され，そ
れはまるで「カリスマ的な指導者」（21）による演説のように感じられる。民衆を先導する
（19）　Poetry and Prose 209.
（20）　メアリーによる1819年に書かれた詩の注（Percy Bysshe Shelley, Poetical Works, ed. Thomas Hutchinson 































（21）　Steven E. Jones, Shelley’s Satire: Violence, Exhortation, and Authority（DeKalb: Northern Illinois UP, 
1994）100.
（22）　Poetry and Prose 535.
（23）　Letters 2: 120.
（24）　Jones 111 並 び に William Keach, “Rise Like Lions?: Shelley and the Revolutionary Left,” International 






































































（26）　Percy Bysshe Shelley, Shelley’s Prose or The Trumpet of a Prophecy, ed. David Lee Clark（Albuquerque: 
U of New Mexico P, 1954）257参照。この論文では，民衆を先導する人物を「真の愛国者」と表現している。
（27）　『民衆のための歌集』に収録される予定だった「自由に寄せるオード」と「西風に寄せるオード」は，『鎖
を解かれたプロメテウス』と共に1820年に出版され，対象となる読者の設定という点でシェリーの意図と矛
盾した結果となってしまった。
216
Karamchand Gandhi）の思想，そして天安門事件で犠牲となった学生の信念にまで影
響を与えるというパフォーマティヴなテクストとして受容されたのである。シェリーの
伝記作家ホームズも『無秩序の仮面』を「これまで英語で書かれた中で最も偉大な政治
的プロテストの詩」（28）と言っているのもその理由であろう。そういう意味でも，『無秩
序の仮面』はシェリーの詩の中でも特異な位置づけとなっている。しかし，社会改革の
理念のみならず，自分が理想とする詩の表現方法と「民衆」という読者を考慮した表
現方法とが複雑に絡み合うことによって，寓意的ページェント，シェリー的抒情性，演
説的言説，そしてパフォーマティヴな言説という言説の変移を生み出した点においても，
『無秩序の仮面』は特異な性質を持った詩であるかもしれない。
（28）　Holmes 532.
